
（資料９） 職務業績評価の実施状況

１．平成１４年度評価及び１５年度目標設定の実施手順等

4/2本人の < 職 員 >14年度の目標の達成度を自己評価し、14年度

職務目標面接カードの本人評価欄に記入。評価等

4/16同時に15年度の目標を15年度目標面接カード ～

に記入し、両方のカードを主査に提出。

4/17面接の < 主 査 >他の面接委員とともに14年度評価、15年度目

標の面接を実施。実施

5/12面接終了後、14年度の職務業績評価とコメン ～

ト・指導欄に記入、15年度の指導欄に記入し

た後、本人に返却。

< 職 員 >14年度、15年度の両方のカードを確認した後

両カードを領域長等に提出。

5/13領域長 <領域長等>14,15両年度の面接カードの指導欄に必要な

事項を記入し、本人に返却。写しを理事長及の指導

5/28び理事に提出。 ～

《給与への反映》

5/15領域長 <領域長等>14年度の面接カードを踏まえ、業績手当のＡ

評価等及び特別昇給の候補者の推薦を理事長の推薦

5/31に提出。 ～

6/10結果の ～<理 事 長>領域長等の推薦をもとに給与等への反映につ
いて決定。反映

6/30○業績手当、任期付職員業績手当の支給

7/ 1○特別昇給の実施



２．平成１４年度評価（１５年度実施）の給与への反映状況

平成１４年度評価（１５年度実施）分より、業績手当のＣ評価(従前のＣ評価

、 ）、 。は Ｄ評価へ 及び任期付研究員に対する任期付職員業績手当を新たに設けた

（１）業績手当（６月期）

評価結果 該当人数 業績手当の成績率

Ａ 評 価 ７０人 一般職員８８/100、ﾕﾆｯﾄ長113/100

Ｂ 評 価 １３９人 一般職員７０/100、ﾕﾆｯﾄ長７８/100

Ｃ 評 価 ３人 一般職員６０/100、ﾕﾆｯﾄ長６０/100

Ｄ 評 価 ０人 ４５/100～６０/100

注１)評価の対象者総数は２１２人。

２)Ａ､Ｂ､Ｃの評価は、職務目標面接における前年度設定目標の難易度と達

成度の総合評価により、Ｄ評価は欠勤等の状況を勘案して決定。

（２）特別昇給

特昇の区分 該当人数

６号俸上位 ０人

４号俸上位 ２３人

２号俸上位 ３０人

（３）任期付職員業績手当 （俸給月額に相当する額）

評価対象者２８人のうち、６人に支給。


